
０６３ 江戸時代 江戸幕府のしくみ 

 

 

( 大老 )…臨時に置かれた最高職 

      国政･幕政を 専決  

 

( 老中 )…国政･幕政を統轄 

 対朝廷や外交など、幕府外部を統轄 

 

 

( 側用人 )…将軍と老中の連絡役 

 

 

 奏者番 …  将軍の代理で儀式 

 

 

 寺社奉行  …宗教行政を統轄 

       宗教者の裁判 

 

 

( 京都所司代 )…朝廷の統制 

  外
と

様
ざま

大名が多い西国
さいごく

の監視 

  二条城に隣接。 

 

 

( 大坂城代 )…大坂城主の代理 

変時に将軍命令を受けずに独断行動できる 

 

 

 

( 若年寄 )…将軍家の家政統轄       

       旗本・御家人の監督 

       将軍家内部を担当 

 

 

 

 

 

 

高
こう

家
け

…武家の儀式を司る職。足利家の子孫。 

 

 

( 大目付 )…大名を監視。大名の謀反か 

       ら将軍家を守る。 

 

 

 町奉行  …町の民政と裁判 

 

 

 勘定奉行 …①勘定所を統轄 

       ②幕府直轄領の支配 

 

( 勘定吟味役 )…勘定所を監視。会計検査。 

 

( 道中奉行 )…東海道など街道支配。 

        宿場町の民政、一里塚整備。 

        大目付 、勘定奉行が兼務。 

 

 

 城代 … 二条城代、駿府城代など。 

  

( 遠国奉行 )…幕府直轄領の要地に配置。 

        伏見奉行  佐渡奉行 

        日光奉行  山田奉行 

        長崎奉行  …外交担当。 

 

( 目付 )…旗本･御家人の監視。 

 

 

 

 

 

 

将軍 

( 代官  ) 

 小さい天領の代官 

( 郡代  ) 

 やや広い天領の代官 

4～5 人 

4～5 人 

4～5 人 

4 人 

5～6 人 

4 人 

 ２人 

6 人 

大目付が兼務 

5 人 

10 人 

しくみの特徴 

あ 幕府最高合議機関が 評定所  で 

  老中と 三奉行 が合議して裁決  

い 権力集中を防ぐために役職は 

  複数人で  月番交代  制 

 

 

 小さい天領の代官 

( 郡代  ) 

 やや広い天領の代官 

目安箱 


